
「南風No.77」＆「まなぶた通信No.6」合併号

図書館１階のギャラリーアトリウムは、芸術・文化を介して集い感動を生み出すと
ともに本学における学術的成果を学内外に発信する場として活用されています。
2018.5.21(月)－2018.6.11(月)「暗闇に光を灯した人」杉原千畝 パネル展示
2018.6.18(月)－2018.6.22(金) 華道部「春の華展」
2018.7.3(火)－2018.7.20(金) 書道部「新歓展示」
2018.7.22(日)－2018.8.7(火) 金属鉱物資源展－特集:錫山鉱山遺構－

図書館トピックス
・2018年1月よりScopus（スコー
パス）が利用可能になりました。
世界最大級の抄録・引用文献データ
ベースで、全分野の6,500万件の文
献を収録しており、幅広い文献検索
が可能です。
・2018年4月より、毎日新聞社提供
の新聞と雑誌のフルテキストデータ
ベース「毎索」が使えるようになり
ました。
・学生選書ツアー(6/6、ジュンク堂
書店:マルヤガーデンズ5-6階にて）
が開催されます。
学生さんが選書した本は、図書館で
貸出できます。

【中央図書館】新入生のためのブックガイド2018

図書館の展示を楽しもう!

【水産学部分館】鹿児島を知る、レポートを書く、生活を楽しむ

【進取の精神】コーナー

2018.5.21(月)－2018.6.11(月)開催「暗闇に光を灯した人」杉原千畝 パネル展示

著者のバルハフティクはポーランドのユダヤ人脱出
計画を組織し、カウナス領事館では代表の一人とし
て杉原千畝と交渉した人物。当時のユダヤ人が置か
れていた状況やリトアニアからの脱出計画の全貌な
ど、杉原の「命のビザ」の背景が浮かびあがりま
す。戦後、イスラエルの宗教大臣として杉原と再会
を果たし、その功績を顕彰しました。
また杉原千畝の外交官としての全体像は『諜報の

天才杉原千畝』(白石仁章著）で知ることができま
す。映画『杉原千畝 SHUGIHARA CHIUNE』
(2015年)もこれに依拠しています。


